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 決算のポイント 
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   ■ ガス販売量は前年同期比で5.8％増加。 

     主な要因→卸売は需給調整の影響等により増加。 

          大口は新規販売先の開拓等による増加、小口は気温影響等による減少。             

   ■ 売上高は販売量の増加、ガス販売単価の上方調整により増加したが、原油価格の上昇等    

     により売上原価が増加し減益。スライドタイムラグ補正後の営業利益は35.1％減少。 

 ◎2019年1Q決算：増収減益 

  
2018年1Q 2019年1Q 増減 

前年 
同期比（％） 

 ●ガス販売量 個別（百万ｍ3）       400       423   +23   105.8 

                     卸売       155      176    +21   113.2 

                     大口       192      198     +6   102.9 

                     小口        52       50       △3    94.6 

 ●売上高 （億円）       391     426      +34   108.8 

 ●営業利益  【タイムラグ補正後】   （億円）       48      31   △17    64.9 

            営業利益   （億円）        42       34     △8    80.7 

             スライドタイムラグ       △6        2     +9     － 



2018年1Q実績 2019年1Q実績 
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単位：百万m3(45MJ) 
*[  ]内は、販売量増減（百万m3）を表示 

*百万m3未満四捨五入 

 

113.2% 
[+21] 

105.8% 
[+23] 

102.9% 
[+6] 

94.6% 
[△3] 

・需給調整等による増加 [+18] 

・2019年新規お客さまの開拓    [＋8] 

・2018年新規お客さまの通年稼動  [＋3] 

・既存需要の変動        [△5] 

・業務用の販売量減             ［△1］ 

・家庭用の販売量減             ［△1］ 



売上高 426 [+34] 

営業利益 34 [△8] 

単位：億円 
*億円未満切捨て 

*[  ]内は、対2018年実績増減 

*セグメント間取引消去後の数値より作成 売上総利益 

103 [△4] 83 [△7] ガス 

■売上高 343 [+31] 

■売上原価 259 [+39］ 

19 [+3] LPG･電力等 / その他 

販売管理費 
69 [＋4] 

ガス 343 [+31] 

LPG･電力等 51 [+0] 

その他 31 [+2] 

 営業利益の分析 （対2018年実績） 

スライドタイムラグ 2 [+9] 
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※ スライドタイムラグは個別 原料使用量の増加 

原料単価の上昇 

その他 

+11 

+25 

+2 

販売量の増加 

販売単価の上昇 

その他 
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+19 

+2 

 

 


